
特 集 2
いまからはじめる海外展開
～自社の商品を海外へ！
新たなビジネスの挑戦を応援します～

　昨今の日本企業を取り巻く環境は、人口減少に伴う労働需給バランスの変化、継続的な円安による原材料・エネルギー
価格の高騰等により大きな変動期を迎えており、事業経営の舵取りが大変難しい状況に直面しています。
　一方、人口が増え続けるアジアやアフリカでは、今まで日本が培った品質の高さや信頼性、サービスのきめ細やかさに
対する評判は引き続き高いことから、工夫次第では、海外での需要を取り込むことが可能です。以前は海外展開といえば、
主に製造業による生産拠点の移転が中心でしたが、今や卸やサービス業など多種多様な業種で広がっています。
　世界を相手にすると、まだまだ事業拡大の余地が多くあります。例えば、ある食器卸の会社は海外の日本食人気に目を
つけ、ラーメン用どんぶりの輸出を伸ばしています。グローバル化が進むと様々な文化融合が起こり、そこに新たなニー
ズが生まれます。このような機会をどう生かしていくか、海外展開の妙味はここにあります。

■海外展開のメリット
　中小企業等が海外展開をしていく際には、様々な制約条件がありますが、意思決定の早さなど小回りが利くメリット
を生かすことで、一般的には①成長の機会、②リスク分散、③競争力の向上が期待できます。

なぜ今、海外か？

　最近は WEB を通して世界中の情報が瞬時に集まります。SNS の浸透やインバウンドの増加を通して、世界中の人が
日本の魅力を感じ、日本のモノやコトへのニーズは急激に伸びています。
　追い風として、国際物流の進化や貿易実務が昔に比べ簡素化されたことにより、その仕組みや進め方は誰でも理解しや
すい状態になってきました。さらに、政府や支援機関のサポートも充実してきており、海外展開を始める環境は、以前に
比べると格段に整備されてきています。

海外展開は取り組みやすくなっている



　海外展開の実務経験がないと、どのように対応したらいいのか分からない、ということは誰でも感じることと思います。
確かに海外展開は「費用・手間・時間」もかかります。だからこそ、「ビジネスの基本」を忠実に行うことが鉄則になり
ます。
　商工会議所の役割の一つは、質問を重ねる過程で事業者に「気づき」を与え、必要な準備や対応、フォローを進めるた
めの助言をすることです。例えば、日本商工会議所の「海外展開支援ハンドブック」を使って一緒に読み合わせをするこ
とで、自社の状況を客観視し、何をどうすることが必要なのかを理解できるようになります。

商工会議所による海外展開支援の形

　政府や自治体の支援機関や支援施策を活用することも有効です。

■JETRO神戸
　独立行政法人日本貿易振興機構（JETRO）は、海外55か国75事業所に拠点を持ち、世界のビジネス情報をネットワー
クで収集しています。信頼性・網羅性が高い情報が得られるので、ぜひとも活用しましょう。代表的なサービスとして、
以下のようなものがあります。

支援機関・支援施策を活用する

お問い合わせ先　姫路商工会議所 産業政策担当
　　　　　　　　TEL 079－223－6555　FAX 079－288－0047　E-mail:kougyou@himeji-cci.or.jp

■新規輸出1万者支援プログラム
　専門家による輸出相談、事業計画策定、商品開発・ブランディング、販路開拓などの支援を一気通貫で
受けることができます。

■海外展開支援施策一覧
　海外展開の検討段階から準備・計画、貿易手続等、段階ごとに各支援機関の海外展開支援施策をまとめ
ました。

■海外展開支援ハンドブック
　海外展開について体系的に解説したサポートブックです。海外展開のポイントや、実際の相談事例など
も紹介し、より現場に沿った内容になっています。

※記事の内容は、「海外展開支援ハンドブック」（日本商工会議所）の内容をもとに当所が編集したものです。


